
(57)【要約】

【課題】　簡便な構造で消毒液の揮発蒸気の外部への拡

散を防止する。

【解決手段】　内視鏡用洗浄消毒装置２の洗浄槽１２の

周縁部に、略Ｕ字状の溝１５を形成する。また、溝１５

に対向する蓋１１の周縁部に、溝１５に緩く嵌合する突

起１６を形成する。給水口１７、および排水口１８を介

して、溝１５に給排水を行う。溝１５に貯留された水と

突起１６とで洗浄槽１２の内外空間を遮断する。溝１５

は、洗浄槽１２側の壁面１５ａの高さｈａよりも、装置

本体１０外側の壁面１５ｂの高さｈｂの方が大きく形成

されている。消毒工程で洗浄槽１２に消毒液を供給する

際に溝１５への給水を行い、洗浄工程やすすぎ工程で洗

浄槽１２に洗浄水を供給する際に溝１５からの排水を行

う。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 浄 槽 が 設 け ら れ た 装 置 本 体 と 、 前 記 装 置 本 体 に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 洗 浄 槽
の 開 口 部 を 覆 う 蓋 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 洗 浄 槽 に 収 容 さ れ た 内 視 鏡 を 洗 浄 ・ 消 毒 す る 内 視
鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 に お い て 、
　 前 記 洗 浄 槽 の 周 縁 部 に 設 け ら れ た 溝 と 、
　 前 記 溝 に 水 を 供 給 す る 給 水 手 段 と 、
　 前 記 溝 の 水 を 排 水 す る 排 水 手 段 と 、
　 前 記 溝 に 対 向 す る 前 記 蓋 の 周 縁 部 に 設 け ら れ 、 前 記 溝 に 緩 く 嵌 合 し て 、 前 記 溝 に 貯 留 さ
れ た 水 と で 前 記 洗 浄 槽 の 内 外 空 間 を 遮 断 す る 突 起 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 洗
浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 溝 は 、 前 記 洗 浄 槽 側 の 壁 面 の 高 さ よ り も 、 前 記 装 置 本 体 外 側 の 壁 面 の 高 さ の 方 が 大
き く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 給 水 手 段 は 、 消 毒 工 程 で 前 記 洗 浄 槽 に 消 毒 液 を 供 給 す る 際 に 作 動 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 排 水 手 段 は 、 洗 浄 工 程 ま た は す す ぎ 工 程 で 前 記 洗 浄 槽 に 洗 浄 水 を 供 給 す る 際 に 作 動
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 溝 を 前 記 洗 浄 槽 の オ ー バ ー フ ロ ー と し て 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 洗 浄 槽 に 収 容 さ れ た 内 視 鏡 を 洗 浄 ・ 消 毒 す る 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 医 療 分 野 に お い て 、 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 医 療
診 断 で 使 用 さ れ た 内 視 鏡 は 、 臨 床 医 に よ る 予 備 洗 浄 後 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 の 洗 浄 槽 内
に て 、 洗 浄 、 消 毒 、 す す ぎ 、 乾 燥 な ど の 各 種 処 理 が 施 さ れ 、 滅 菌 消 毒 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 消 毒 工 程 で 用 い ら れ る 消 毒 液 に は 、 グ ル タ ラ ー ル 、 過 酢 酸 、 酸 性 水 、 二 酸 化 塩 素 、 過 酸
化 水 素 と い っ た も の が あ る が 、 グ ル タ ラ ー ル の 揮 発 蒸 気 や 酸 性 水 の 塩 素 ガ ス は 、 人 体 に 有
害 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 過 酢 酸 の 酢 酸 臭 は 不 快 で あ り 、 人 に よ っ て は 気 分 が
悪 く な る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 観 点 か ら 、 従 来 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 で は 、 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 を 外 部 に
漏 ら さ な い た め に 、 洗 浄 槽 が 設 け ら れ た 装 置 本 体 と 洗 浄 槽 の 開 口 部 を 覆 う 蓋 と に パ ッ キ ン
を 取 り 付 け て 、 洗 浄 槽 を 気 密 に 保 持 し て い た 。 し か し な が ら 、 内 視 鏡 を 洗 浄 槽 に 収 容 す る
際 に 汚 物 が パ ッ キ ン に 付 着 し て 、 汚 物 が パ ッ キ ン の 隙 間 に 入 り 込 ん だ り す る と 、 パ ッ キ ン
は ゴ ム や 樹 脂 で あ る た め 、 拭 き 取 り で 完 全 に 汚 物 を 除 去 す る こ と が で き ず 、 有 害 な 菌 が 繁
殖 す る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 洗 浄 や す す ぎ な ど で 洗 浄 槽 内 が 常 に 加 湿 状 態 に あ る た め 、
カ ビ が 繁 殖 す る お そ れ も あ っ た 。 さ ら に 、 パ ッ キ ン を 構 成 す る ゴ ム や 樹 脂 が 消 毒 液 な ど に
よ っ て 劣 化 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 洗 浄 槽 内 ま た は 洗 浄 槽 外 に 、 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 を 吸 着 す る
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吸 着 剤 を 配 し た 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 洗 浄
槽 内 の 空 気 を 吸 引 、 ま た は 必 要 に 応 じ て 循 環 さ せ 、 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 の 外 部 へ の 拡 散 を 防
止 し た 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － １ １ ９ ２ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ７ ２ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 手 法 で は 、 洗 浄 槽 の 容 積 を 考 え る と 、 消 毒 液 の 揮 発
蒸 気 を 吸 着 す る た め に は 、 大 量 の 吸 着 剤 が 必 要 と な る 。 そ の う え 、 消 毒 液 の 種 類 に 応 じ て
吸 着 剤 を 選 定 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 吸 着 剤 の 効 果 に は 寿 命 が あ る た め 、 交 換 時 期 の 見
極 め な ど の メ ン テ ナ ン ス が 面 倒 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 手 法 で は 、 特 許 文 献 １ の 場 合 と 同 様 に 、 洗 浄 槽 の 容 積 を 考 え
る と 、 余 程 強 力 な 吸 引 ポ ン プ を 用 い な け れ ば 、 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 の 拡 散 を 抑 え ら れ ず 、 こ
の よ う な 吸 引 ポ ン プ を 用 い る こ と は 、 装 置 の 大 型 化 、 お よ び コ ス ト ア ッ プ に 繋 が る と い う
問 題 が あ っ た 。 ま た 、 吸 引 、 ま た は 循 環 に よ っ て 洗 浄 槽 内 の 圧 力 変 動 が 起 こ る が 、 こ の 圧
力 変 動 に よ り 内 視 鏡 の 部 品 に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と も 充 分 考 え ら れ る た め 、 内 視 鏡 の 内 外
に 掛 か る 圧 力 を 調 整 す る 機 構 を 設 け な け れ ば な ら な く な り 、 さ ら な る 装 置 の 大 型 化 、 お よ
び コ ス ト ア ッ プ を 招 く と い う 新 た な 懸 念 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 パ ッ キ ン で 洗 浄 槽 を 気 密 に 保 持 す る 構 成 で あ る と 、 菌 、 カ ビ の 繁 殖 や 、 パ ッ キ
ン を 構 成 す る ゴ ム や 樹 脂 の 劣 化 に よ っ て 、 一 定 期 間 で パ ッ キ ン を 交 換 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 便 な 構 造 で 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 の 外
部 へ の 拡 散 を 防 止 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 洗 浄 槽 が 設 け ら れ た 装 置 本 体 と 、 前 記 装 置 本 体
に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 洗 浄 槽 の 開 口 部 を 覆 う 蓋 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 洗 浄 槽 に
収 容 さ れ た 内 視 鏡 を 洗 浄 ・ 消 毒 す る 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 に お い て 、 前 記 洗 浄 槽 の 周 縁 部
に 設 け ら れ た 溝 と 、 前 記 溝 に 水 を 供 給 す る 給 水 手 段 と 、 前 記 溝 の 水 を 排 水 す る 排 水 手 段 と
、 前 記 溝 に 対 向 す る 前 記 蓋 の 周 縁 部 に 設 け ら れ 、 前 記 溝 に 緩 く 嵌 合 し て 、 前 記 溝 に 貯 留 さ
れ た 水 と で 前 記 洗 浄 槽 の 内 外 空 間 を 遮 断 す る 突 起 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 前 記 溝 は 、 前 記 洗 浄 槽 側 の 壁 面 の 高 さ よ り も 、 前 記 装 置 本 体 外 側 の 壁 面 の 高 さ の
方 が 大 き く 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 給 水 手 段 は 、 消 毒 工 程 で 前 記 洗 浄 槽 に 消 毒 液 を 供 給 す る 際 に 作 動 さ れ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 排 水 手 段 は 、 洗 浄 工 程 ま た は す す ぎ 工 程 で 前 記 洗 浄 槽 に 洗 浄 水 を 供 給 す る 際 に 作 動
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 溝 を 前 記 洗 浄 槽 の オ ー バ ー フ ロ ー と し て 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 に よ れ ば 、 洗 浄 槽 の 周 縁 部 に 設 け ら れ た 溝 と 、 溝 に 水 を
供 給 す る 給 水 手 段 と 、 溝 の 水 を 排 水 す る 排 水 手 段 と 、 溝 に 対 向 す る 蓋 の 周 縁 部 に 設 け ら れ
、 溝 に 緩 く 嵌 合 し て 、 溝 に 貯 留 さ れ た 水 と で 洗 浄 槽 の 内 外 空 間 を 遮 断 す る 突 起 と を 備 え た
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の で 、 簡 便 な 構 造 で 消 毒 液 の 揮 発 蒸 気 の 外 部 へ の 拡 散 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ は 、 箱 状 の 装 置 本 体 １ ０ と 、 装 置 本 体 １ ０ に ヒ
ン ジ で 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 蓋 １ １ と か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２
は 、 装 置 本 体 １ ０ の 上 面 に 設 け ら れ た 洗 浄 槽 １ ２ に 使 用 済 み の 内 視 鏡 ３ ０ （ 図 ３ 参 照 ） を
収 容 し 、 洗 浄 、 消 毒 、 す す ぎ 、 乾 燥 な ど の 各 種 処 理 を 施 し て 、 内 視 鏡 ３ ０ を 洗 浄 ・ 消 毒 滅
菌 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 装 置 本 体 １ ０ の 上 面 手 前 に は 、 操 作 パ ネ ル １ ３ 、 お よ び 表 示 パ ネ ル １ ４ が 配 さ れ て い る
。 操 作 パ ネ ル １ ３ は 、 上 記 各 種 処 理 の 内 容 に 関 す る 設 定 や 洗 浄 開 始 ／ 停 止 な ど を 指 示 す る
た め の 多 数 の ボ タ ン か ら な る 。 表 示 パ ネ ル １ ４ は 、 各 種 設 定 画 面 、 処 理 の 残 り 時 間 、 ト ラ
ブ ル 発 生 時 の 警 告 メ ッ セ ー ジ な ど を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 蓋 １ １ は 、 洗 浄 槽 １ ２ に 使 用 済 み の 内 視 鏡 ３ ０ を 収 容 す る 際 や 、 滅 菌 消 毒 後 の 内 視 鏡 ３
０ を 取 り 出 す 際 に 開 閉 操 作 さ れ る 。 滅 菌 消 毒 を 行 っ て い る 際 に は 、 蓋 １ １ に よ り 洗 浄 槽 １
２ の 開 口 部 が 覆 わ れ 、 外 部 に 洗 浄 水 や 消 毒 液 が 飛 散 し な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 蓋 １
１ の 上 面 は 、 透 明 な の ぞ き 窓 と な っ て お り 、 滅 菌 消 毒 の 様 子 を 視 認 す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 洗 浄 槽 １ ２ の 周 縁 部 に は 、 洗 浄 槽 １ ２ を 囲 む よ う に 、 略 Ｕ 字 状 の 溝 １ ５ （ 図 ２ ～ 図 ４ も
参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 溝 １ ５ に 対 向 す る 蓋 １ １ の 周 縁 部 に は 、 溝 １ ５ に 緩 く 嵌
合 す る 突 起 １ ６ （ 図 ２ も 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 溝 １ ５ に は 、 給 水 口 １ ７ 、 お よ び 排 水
口 １ ８ （ 図 ３ 、 お よ び 図 ４ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 給 水 口 １ ７ 、 お よ び 排 水 口 １ ８ に は
、 こ れ ら を 開 閉 す る バ ル ブ （ 図 示 せ ず ） が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の バ ル ブ に よ っ て 、 給
水 口 １ ７ 、 お よ び 排 水 口 １ ８ を 介 し た 溝 １ ５ へ の 給 排 水 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 溝 １ ５ は 、 洗 浄 槽 １ ２ 側 の 壁 面 １ ５ ａ の 高 さ ｈ ａ よ り も 、 装 置 本 体
１ ０ 外 側 の 壁 面 １ ５ ｂ の 高 さ ｈ ｂ の 方 が 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 溝 １ ５ お よ び 突 起 １ ６ は
、 蓋 １ １ が 閉 じ ら れ た 状 態 で 、 溝 １ ５ に 満 た さ れ た 水 に 突 起 １ ６ の 先 端 部 が 水 没 す る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 洗 浄 槽 １ ２ 内 に は 、 噴 射 装 置 １ ９ 、 洗 浄 水 を 供 給 す る 給 水 口 ２ ０ 、 消 毒
液 を 供 給 す る 消 毒 液 供 給 口 ２ １ 、 お よ び 洗 浄 水 、 消 毒 液 を 排 出 す る 排 液 口 ２ ２ な ど が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 噴 射 装 置 １ ９ は 、 洗 浄 槽 １ ２ の 略 中 央 に 配 さ れ て お り 、 円 筒 状 の 回 転 体 ２ ３ と 、 回 転 体
２ ３ の 周 面 に 複 数 設 け ら れ た ノ ズ ル ２ ４ と か ら な る 。 内 視 鏡 ３ ０ の 洗 浄 時 に は 、 回 転 体 ２
３ が 回 転 さ れ る と と も に 、 ノ ズ ル ２ ４ か ら 洗 浄 水 が 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 使 用 済 み の 内 視 鏡 ３ ０ は 、 手 元 操 作 部 ３ １ が 洗 浄 槽 １ ２ の 側 面 に 設
け ら れ た カ プ ラ ３ ２ の 近 傍 に 載 置 さ れ 、 回 転 体 ２ ３ の 周 辺 に 巻 き 回 さ れ た 状 態 で 洗 浄 槽 １
２ 内 に 収 容 さ れ る 。 カ プ ラ ３ ２ は 、 手 元 操 作 部 ３ １ の 吸 引 ボ タ ン の 装 着 口 ３ ３ 、 送 気 ・ 送
水 ボ タ ン の 装 着 口 ３ ４ 、 お よ び 鉗 子 口 ３ ５ に チ ュ ー ブ ３ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の
カ プ ラ ３ ２ か ら チ ュ ー ブ ３ ６ を 経 由 し て 、 洗 浄 水 や 消 毒 液 が 内 視 鏡 ３ ０ 内 部 の 送 気 ・ 送 水
チ ュ ー ブ 、 吸 引 チ ュ ー ブ 、 お よ び 鉗 子 挿 通 用 チ ュ ー ブ に 供 給 さ れ 、 こ れ に よ り 内 視 鏡 ３ ０
の 内 部 管 路 の 洗 浄 ・ 消 毒 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に お い て 、 装 置 本 体 １ ０ の 上 部 に は 、 水 道 水 の 蛇 口 と ホ ー ス な ど で 接 続 さ れ 、 給 水
口 ２ ０ に 繋 が る 給 水 路 ４ ０ が 配 さ れ て い る 。 給 水 路 ４ ０ の 途 中 に は 、 溝 １ ５ の 給 水 口 １ ７
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に 繋 が る 分 岐 給 水 路 ４ １ と 、 給 水 路 ４ ０ を 開 閉 す る 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ が 開 か れ る と 、 給 水 路 ４ ０ に 蛇 口 か ら の 水 道 水 が 流 れ 、 こ の 水 道 水 が 給
水 口 ２ ０ か ら 洗 浄 水 と し て 洗 浄 槽 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ が 閉 じ ら れ 、
給 水 口 １ ７ の バ ル ブ が 開 か れ る と 、 給 水 路 ４ ０ 、 分 岐 給 水 路 ４ １ を 経 由 し て 、 給 水 口 １ ７
か ら 溝 １ ５ に 水 が 供 給 さ れ る 。 な お 、 図 示 は し て い な い が 、 給 水 路 ４ ０ に は 、 ノ ズ ル ２ ４
や カ プ ラ ３ ２ が 繋 が れ て お り 、 こ れ ら の 箇 所 に も 洗 浄 水 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 装 置 本 体 １ ０ の 下 部 に は 、 消 毒 液 タ ン ク ４ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 消 毒 液 タ ン ク ４ ３ に は
、 内 視 鏡 ３ ０ の 消 毒 に 使 用 す る 薬 液 （ 例 え ば 、 グ ル タ ラ ー ル 、 過 酢 酸 、 酸 性 水 、 二 酸 化 塩
素 、 過 酸 化 水 素 な ど ） が 貯 留 さ れ 、 消 毒 液 供 給 口 ２ １ に 繋 が る 消 毒 液 供 給 路 ４ ４ と 、 排 液
口 ２ ２ に 繋 が る 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ と が 接 続 さ れ て い る 。 消 毒 液 供 給 路 ４ ４ の 途 中 に は 、 消
毒 液 タ ン ク ４ ３ 内 の 消 毒 液 を 洗 浄 槽 １ ２ に 向 け て 吸 い 上 げ る ポ ン プ ４ ６ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ポ ン プ ４ ６ が 作 動 さ れ る と 、 消 毒 液 供 給 路 ４ ４ に ポ ン プ ４ ６ に よ っ て 吸 い 上 げ ら れ た 消
毒 液 タ ン ク ４ ３ 内 の 消 毒 液 が 流 れ 、 こ の 消 毒 液 が 消 毒 液 供 給 口 ２ １ か ら 洗 浄 槽 １ ２ に 供 給
さ れ る 。 な お 、 図 示 は し て い な い が 、 消 毒 液 供 給 路 ４ ４ に は 、 給 水 路 ４ ０ と 同 様 に 、 ノ ズ
ル ２ ４ や カ プ ラ ３ ２ が 繋 が れ て お り 、 こ れ ら の 箇 所 に も ポ ン プ ４ ６ に よ っ て 消 毒 液 が 供 給
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ は 、 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ を 介 し て 、 排 液 口 ２ ２ と 外 部 排 液 口 ４ ８ と を 繋 ぐ
排 液 路 ４ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ 、 お よ び 排 液 路 ４ ９ は 、 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７
に よ っ て 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ が 作 動 さ れ て 、 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ 側 が 開 、 排 液 路 ４ ９ 側 が 閉 と な る と 、
排 液 口 ２ ２ か ら 排 液 さ れ た 消 毒 液 が 、 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ を 経 由 し て 消 毒 液 タ ン ク ４ ３ に 回
収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 排 液 路 ４ ９ の 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ の 上 流 側 に は 、 溝 １ ５ の 排 水 口 １ ８ に 繋 が る 分 岐 排 水 路 ５
０ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 排 液 路 ４ ９ の 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ の 下 流 側 に は 、 第 ３ 電 磁 弁 ５ １
が 配 さ れ て い る 。 排 液 路 ４ ９ は 、 こ の 第 ３ 電 磁 弁 ５ １ に よ っ て も 開 閉 さ れ 、 循 環 系 （ 図 示
せ ず ） 側 と 外 部 排 液 口 ４ ８ 側 と に 流 路 が 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ の 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ 側 が 閉 、 排 液 路 ４ ９ 側 が 開 の 状 態 で 、 第 ３ 電 磁 弁 ５
１ が 作 動 さ れ て 、 排 液 路 ４ ９ 側 が 開 と な り 、 循 環 系 側 が 閉 と な る と 、 排 液 口 ２ ２ か ら 排 水
さ れ た 洗 浄 水 や 効 力 が 失 活 し た 消 毒 液 、 あ る い は 排 水 口 １ ８ か ら 排 水 さ れ た 水 が 、 外 部 排
液 口 ４ ８ か ら 外 部 に 排 液 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 洗 浄 槽 １ ２ の 裏 面 に は 、 超 音 波 振 動 子 ５ ２ が 固 着 さ れ て い る 。 超 音 波 振 動 子 ５ ２ は 、 洗
浄 槽 １ ２ に 洗 浄 水 を 貯 め て 内 視 鏡 ３ ０ が 完 全 に 洗 浄 水 に 浸 漬 さ れ た 状 態 で 作 動 さ れ 、 洗 浄
水 に 超 音 波 を 放 射 し て 内 視 鏡 ３ ０ に 付 着 し た 汚 れ を 超 音 波 洗 浄 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ の 各 部 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 す
る 。 Ｒ Ｏ Ｍ ６ １ に は 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ を 動 作 さ せ る た め に 必 要 な プ ロ グ ラ ム や デ
ー タ が 記 憶 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 こ の Ｒ Ｏ Ｍ ６ １ か ら 、 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 作 業
用 メ モ リ で あ る Ｒ Ａ Ｍ ６ ２ に 読 み 出 し 、 各 種 処 理 に 応 じ た 制 御 を 実 行 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ
６ ０ は 、 操 作 パ ネ ル １ ３ の 操 作 入 力 に 応 じ て 各 部 を 動 作 さ せ 、 表 示 パ ネ ル １ ４ に 画 面 を 表
示 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 洗 浄 槽 に 消 毒 液 を 供 給 し て 消 毒 工 程 を 行 う 際 に は 、 溝 １ ５ の 給 水 口 １ ７
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の バ ル ブ を 開 か せ て 、 給 水 路 ４ ０ 、 分 岐 給 水 路 ４ １ を 経 由 し て 、 給 水 口 １ ７ か ら 溝 １ ５ に
水 を 供 給 さ せ る 。 一 方 、 洗 浄 槽 に 洗 浄 水 を 供 給 す る 洗 浄 工 程 や す す ぎ 工 程 を 行 う 際 に は 、
溝 １ ５ の 排 水 口 １ ８ の バ ル ブ を 開 か せ て 、 分 岐 排 水 路 ５ ０ 、 排 液 路 ４ ９ を 経 由 し て 、 外 部
排 液 口 ４ ８ に 溝 １ ５ の 水 を 排 水 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 有 す る 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ に よ る 内 視 鏡 ３ ０ の 洗 浄 ・ 消 毒 の 処 理
手 順 を 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 内 視 鏡 ３ ０ に よ る 診 断 の 終 了 後 、 術
者 は 、 ま ず 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ の 電 源 を オ ン し 、 使 用 済 み の 内 視 鏡 ３ ０ を シ ン ク な
ど で 軽 く 水 洗 い （ 予 備 洗 浄 ） し て 、 内 視 鏡 ３ ０ に 付 着 し て い る 汚 物 な ど を 洗 い 流 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 予 備 洗 浄 後 、 術 者 は 、 手 元 操 作 部 ３ １ が カ プ ラ ３ ２ の 近 傍 に 位 置 す る よ う に 、 内 視 鏡 ３
０ を 回 転 体 ２ ３ の 周 辺 に 巻 き 回 し て 洗 浄 槽 １ ２ 内 に 収 容 し 、 吸 引 ボ タ ン の 装 着 口 ３ ３ 、 送
気 ・ 送 水 ボ タ ン の 装 着 口 ３ ４ 、 お よ び 鉗 子 口 ３ ５ に チ ュ ー ブ ３ ６ を 接 続 し た 後 、 蓋 １ １ を
閉 め て 操 作 パ ネ ル １ ３ を 操 作 し 、 洗 浄 ・ 消 毒 工 程 を 開 始 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 洗 浄 ・ 消 毒 工 程 の 開 始 が 指 示 さ れ る と 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ の 制
御 の 下 に 、 噴 射 装 置 １ ９ お よ び 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ が 作 動 さ れ 、 回 転 体 ２ ３ を 回 転 さ せ な が ら
ノ ズ ル ２ ４ か ら 水 を 噴 射 し て 、 内 視 鏡 ３ ０ の 外 表 面 を 洗 浄 す る 前 洗 浄 が 行 わ れ る 。 ま た 、
カ プ ラ ３ ２ 、 お よ び チ ュ ー ブ ３ ６ を 介 し て 、 内 視 鏡 ３ ０ の 内 部 管 路 に 水 が 導 入 さ れ 、 内 部
管 路 が 洗 浄 さ れ る 。 こ の 前 洗 浄 で 使 用 さ れ た 水 は 、 排 液 口 ２ ２ を 介 し て 外 部 排 液 口 ４ ８ に
排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 洗 浄 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に よ り 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ が 作 動 さ れ て 、 蛇 口 か ら の 水 道 水 が 給 水 口
２ ０ か ら 洗 浄 槽 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ３ ０ が 完 全 に 洗 浄 水 に 浸 漬 さ れ た 状 態
と さ れ た 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ の 制 御 の 下 に 、 超 音 波 振 動 子 ５ ２ が 作 動 さ れ 、 洗 浄 水 に 超 音 波 を
放 射 し て 内 視 鏡 ３ ０ に 付 着 し た 汚 れ を 落 と す 超 音 波 洗 浄 が 行 わ れ る 。 超 音 波 洗 浄 で 使 用 さ
れ た 水 は 、 排 液 口 ２ ２ を 介 し て 外 部 排 液 口 ４ ８ に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 超 音 波 洗 浄 後 、 前 洗 浄 時 と 同 様 に 、 内 部 管 路 が 洗 浄 さ れ る 。 そ し て 、 超 音 波 洗 浄 前 と 同
様 に 、 給 水 口 ２ ０ か ら 洗 浄 槽 １ ２ に 洗 浄 水 が 供 給 さ れ 、 内 視 鏡 ３ ０ の 外 表 面 お よ び 洗 浄 槽
１ ２ の 汚 れ を 洗 い 流 す す す ぎ が 行 わ れ る 。 す す ぎ に 使 用 さ れ た 水 は 、 排 液 口 ２ ２ を 介 し て
外 部 排 液 口 ４ ８ に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す す ぎ 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に よ り 、 第 １ 電 磁 弁 ４ ２ が 閉 じ ら れ 、 溝 １ ５ の 給 水 口 １ ７ の バ ル
ブ が 開 か れ 、 給 水 路 ４ ０ 、 分 岐 給 水 路 ４ １ を 経 由 し て 、 給 水 口 １ ７ か ら 溝 １ ５ に 水 が 供 給
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 溝 １ ５ に 貯 留 さ れ た 水 と 突 起 １ ６ と で 洗 浄 槽 １ ２ の 内 外 空 間 が 遮 断
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 溝 １ ５ へ の 給 水 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に よ り ポ ン プ ４ ６ が 作 動 さ れ 、 消 毒 液 供 給 口 ２ １ か ら 洗
浄 槽 １ ２ に 消 毒 液 が 供 給 さ れ 、 内 視 鏡 ３ ０ が 消 毒 液 に 完 全 に 浸 漬 さ れ た 状 態 と さ れ る 。 ま
た 、 カ プ ラ ３ ２ 、 お よ び チ ュ ー ブ ３ ６ を 介 し て 、 内 視 鏡 ３ ０ の 内 部 管 路 に 消 毒 液 が 導 入 さ
れ 、 内 部 管 路 が 消 毒 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 内 視 鏡 ３ ０ を 消 毒 液 に 所 定 時 間 浸 漬 さ せ た 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に よ り 第 ２ 電 磁 弁 ４ ７ が 作 動
さ れ て 、 排 液 路 ４ ９ 側 が 閉 、 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ 側 が 開 と な り 、 消 毒 液 は 排 液 口 ２ ２ か ら 排
液 さ れ 、 消 毒 液 回 収 路 ４ ５ を 経 由 し て 、 消 毒 液 タ ン ク ４ ３ に 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 消 毒 後 、 超 音 波 洗 浄 後 の す す ぎ と 同 様 の す す ぎ が ２ 回 行 わ れ る 。 こ の 最 初 の す す ぎ の 際
に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に よ り 溝 １ ５ の 排 水 口 １ ８ の バ ル ブ が 開 か れ 、 分 岐 排 水 路 ５ ０ 、 排 液 路
４ ９ を 経 由 し て 、 外 部 排 液 口 ４ ８ に 溝 １ ５ の 水 が 排 水 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ 回 の す す ぎ 後 、 ノ ズ ル ２ ４ や カ プ ラ ３ ２ か ら 図 示 し な い 機 構 で エ ア ー 、 ま た は ア ル コ
ー ル が 供 給 さ れ る 乾 燥 工 程 を 経 て 、 内 視 鏡 ３ ０ の 洗 浄 ・ 消 毒 工 程 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 ２ は 、 洗 浄 槽 １ ２ の 周 縁 部 に 溝 １ ５
を 設 け 、 こ の 溝 １ ５ に 水 を 貯 め て 、 溝 １ ５ と 緩 く 嵌 合 す る 蓋 １ １ の 突 起 １ ６ の 先 端 部 を 水
没 さ せ る こ と で 、 洗 浄 槽 １ ２ の 内 外 空 間 を 遮 断 し て い る の で 、 洗 浄 槽 １ ２ 内 の 消 毒 液 が 揮
発 し た と し て も 、 揮 発 蒸 気 は 溝 １ ５ 内 の 水 に よ り 洗 浄 槽 １ ２ の 内 部 空 間 か ら 外 部 空 間 に 拡
散 す る こ と が な い 。 ま た 、 従 来 の よ う に 、 パ ッ キ ン を 使 用 し た 場 合 の 雑 菌 の 繁 殖 や 、 吸 着
剤 を 使 用 し た 場 合 の 消 毒 液 の 種 類 に 応 じ た 選 定 な ど の 懸 念 が な く 、 吸 引 ポ ン プ な ど の 大 掛
か り な 機 構 を 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 溝 １ ５ の 洗 浄 槽 １ ２ 側 の 壁 面 １ ５ ａ の 高 さ ｈ ａ よ り も 、 装 置 本 体 １ ０ 外 側 の 壁 面
１ ５ ｂ の 高 さ ｈ ｂ を 大 き く 形 成 し た の で 、 装 置 本 体 １ ０ に 振 動 が 加 わ っ た 場 合 で も 、 溝 １
５ の 水 は 洗 浄 槽 １ ２ 側 に 流 れ 、 装 置 本 体 １ ０ の 外 側 に 流 れ 出 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 消 毒 工 程 、 洗 浄 工 程 や す す ぎ 工 程 の 際 に 、 溝 １ ５ を 洗 浄 槽 １ ２ の オ ー バ ー フ ロ
ー と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 洗 浄 工 程 や す す ぎ 工 程 で は 、 溝 １ ５ の 水 を 排 水 す る よ う
に し た の で 、 蛇 口 か ら 供 給 さ れ る 水 に 対 し て 溝 １ ５ が オ ー バ ー フ ロ ー と し て 効 果 的 に 機 能
し 、 特 に 汚 物 に よ る 汚 染 度 が 高 い 洗 浄 水 を 洗 浄 槽 １ ２ の 外 部 に 漏 ら す こ と な く 排 水 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 新 た に 洗 浄 槽 １ ２ に オ ー バ ー フ ロ ー を 設 け る 必 要 が な く な
り 、 製 造 工 数 お よ び コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 溝 １ ５ の 清 掃 を 容 易 に す る た め に 、 溝 １ ５ の 幅 を 手 が 入 る 程 度 の 大 き さ に 形 成 す
る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 溝 １ ５ を 滅 菌 す る こ と を 目 的 と し て 、 溝 １ ５ に 消 毒 液 を 供 給 す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 溝 １ ５ か ら の 排 水 を 容 易 に す る た め に 、 排 水 口 １ ８ を 複 数 の 箇 所 に 設 け て も よ く
、 溝 １ ５ を 略 Ｖ 字 状 に 形 成 し 、 排 水 口 １ ８ を 他 の 部 分 よ り も 低 く 設 け て も よ い 。 さ ら に 、
分 岐 給 水 路 ４ １ や 分 岐 排 水 路 ５ ０ に ポ ン プ を 接 続 し 、 給 排 水 を 行 い や す く し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 前 洗 浄 用 の 装 置 と し て 噴 射 装 置 １ ９ を 設 け て い る が 、 こ の 代 わ り に
、 若 し く は こ れ に 加 え て 、 洗 浄 槽 １ ２ の 四 囲 に ス プ レ ー ノ ズ ル を 設 け て も よ い 。 ま た 、 洗
浄 槽 １ ２ に 酵 素 洗 剤 を 供 給 す る 機 構 や ミ ク ロ バ ル ブ を 発 生 さ せ る 機 構 を 設 け て も よ く 、 装
置 の 仕 様 に 応 じ て 適 宜 追 加 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 蛇 口 か ら 直 接 水 道 水 を 導 入 し て い る が 、 給 水 路 ４ ０ に 水 道 水 の 細 菌
を 除 去 す る フ ィ ル タ を 設 け て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 溝 の 周 辺 部 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 洗 浄 槽 に 内 視 鏡 を 収 容 し た 様 子 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 置 本 体 内 部 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 洗 浄 ・ 消 毒 工 程 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ２ 　 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 装 置
　 １ ０ 　 装 置 本 体
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　 １ １ 　 蓋
　 １ ２ 　 洗 浄 槽
　 １ ５ 　 溝
　 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 　 壁 面
　 １ ６ 　 突 起
　 １ ７ 　 給 水 口
　 １ ８ 　 排 水 口
　 ３ ０ 　 内 視 鏡
　 ４ １ 　 分 岐 給 水 路
　 ５ ０ 　 分 岐 排 水 路
　 ６ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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